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様式１

【テーマ設定の考え方】

【地域の実情、課題】　

・

・

・

・

【テーマごとの沖縄北部連携促進特別振興対策特定開発事業の実施方針】

沖縄北部連携促進特別振興対策特定開発事業の実施計画

これまで1９年間にわたって北部振興事業を実施してきたが、沖縄県北部地域は未だに、
県内の他の地域に比べ一人当たりの所得が最も低く、過疎地域が多く存在することから、更
なる振興が必要な地域である。

そこで、新たな北部振興事業として、県土の均衡ある発展を図る観点から、北部地域にお
ける連携促進と自立的発展の条件整備として、産業の振興や定住条件の整備などに資する振
興事業を実施することとされた。

平成29年度から平成33年度にかけて実施する沖縄北部連携促進特別振興対策特定開発事
業による社会資本の整備に当たっては、これまでの北部圏域における振興の指針となる北部
振興事業基本構想等の理念を踏襲するとともに、北部地域の実情や課題、「沖縄振興基本方
針」（平成24年5月内閣総理大臣決定）（以下「基本方針」という。）及び基本方針に基づ
き平成29年5月に沖縄県において改定された「沖縄振興計画（沖縄２１世紀ビジョン基本計
画）【改定計画】」などを踏まえたテーマを設定し、北部地域における連携促進による自立
的発展のための生活圏の充実に資する事業を実施する。

北部地域は、山林が約７割を占め、多種多様な固有動植物及び希少動植物が生息・生育
している。北部3村（国頭村、大宜味村、東村）においてやんばる国立公園が平成２８
年９月に新規指定され、今後の世界自然遺産への登録に向けた取り組みが進んでいる。
また、本地域は沖縄本島の水資源供給地として大きな役割を果たしているほか、恵まれ
た自然環境を活かし、農林水産業や観光・リゾート産業の振興を図ってきたところであ
る。

しかし、これまで沖縄振興事業を推進してきたが、中南部に比較して産業基盤、生活環
境基盤の整備水準や所得水準が低く、進学や就職の機会に際して若年層の流出が進んで
いた。現在の状況をみると、中南部と比較して産業基盤、生活環境基盤の整備水準の格
差は若干ではあるが縮まってきており、総人口は横ばいで推移しているが、依然、子育
て世代は減少傾向にある。

これまでの北部振興事業の実施により、情報通信関連産業の集積、農林水産業等既存産
業の新たな展開が図られ、雇用機会が創出されつつあり、一人当たりの所得は中南部と
比べ格差が縮小傾向にある。総人口は横ばいで推移しているが、名護市以南の4市町村
を除く地域では、依然として人口減少の状態にある。特に教育・医療・住宅等の定住環
境が脆弱なことから、若年層の流出が続いており地域活力の喪失が懸念される。地域の
持続的な発展に向けた産業の振興はさることながら、特に定住人口の流出防止が大きな
課題となっている。このため、今後5年間は若年層の人口流出に歯止めをかけるため、
地域の実情に応じた産業の活性化、住環境の向上を重点的に進める必要がある。

基本方針においては、北部振興について「雇用機会の創出、魅力ある生活環境の整備等を
図る」こととされている。また沖縄振興計画においては、「地域の実情に応じた定住条件の
整備や産業振興が引き続き求められ」ており、「沖縄振興事業等で蓄積された基盤、施設等
を有効活用するとともに、新たな北部振興に関する事業等を推進し、雇用機会の創出、魅力
ある生活環境の整備、情報通信関連産業の振興等を図る」ことを基本方向とし、生活圏の充
実として、「交通及び物流、農業基盤の整備」、「生活環境基盤等の整備」等を目標に位置
付けている。これらを踏まえ、本実施計画においては、「産業振興のための基盤整備（交通
及び物流、農業基盤の整備）」及び「定住条件の整備（生活環境基盤等の整備）」の2つの
テーマを設定する。

国内観光客のみならず、外国人観光客を誘致し、圏域の活性化を図るため本島地域に加
えて、自然、文化など多様な魅力を有しながら認知度等に課題がある離島地域の積極的
な活用が重要となっている。さらに、国立公園に指定されたやんばる地域の世界自然遺
産登録に向け、北部3村及びその他関係団体と連携を図り、自然環境の保全と持続的な
利活用の両立による地域振興を図る必要がある。
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様式１

テーマ１　産業振興のための基盤整備（交通及び物流、農業基盤の整備）

テーマ２　定住条件の整備（生活環境基盤等の整備）

※北部圏域の平成31年4月1日現在人口：130,958人

【テーマ相互等の関連による複合的な効果の発揮】

・

・

・

このように「産業振興のための基盤整備（交通及び物流、農業基盤の整備）」は、豊か
な自然環境を保全・活用しつつ、交通及び物流基盤の整備による交通利便性 をの向上
や、農業基盤の整備による生産率向上を促進することで、産業振興 をの拡大・発展に寄
与するとともに、生活の利便性や快適性 をの向上が図られ、「定住人口の維持・拡大」
にもつながるものである。

沖縄北部連携促進特別振興対策特定開発事業の実施に当たっては、産業振興と定住人口
の増加が相関するような事業効果を追求することとする。

　沖縄振興計画においては、生活圏の充実に関し、「交通及び物流、農業基盤の整備」
を目標と位置付け、「他圏域との交通・物流の円滑化を推進し地域活性化を促進するた
め」、「本島北部の東西、南北間を結ぶ広域的な交通体系の構築」と「これらと有機的
につながる市町村道の整備を促進」する。また、「離島等との人的・物的交流拠点であ
る港湾施設については、海上航路網の確保、維持、改善」、「離島港湾施設について
は、海上交通の安全性・安定性の更なる向上を図る」こととし、農林水産業の振興とし
て「かんがい施設や区画整理等の生産基盤の整備、防風林等の農地保全を図る」と位置
づけられている。
　これらを踏まえ、沖縄北部連携促進特別振興対策特定開発事業においては、「産業振
興のための基盤整備（交通及び物流、農業基盤の整備）」として、「交通基盤について
は、各種生産基盤・観光拠点等の地域産業を支えるインフラとして、交通の利便性向上
に資する道路を整備する。また、物流機能の向上に資する港湾整備に取り組むことで、
海上交通による本島・離島間の交通アクセスの改善を図る。さらに、農業基盤の整備を
促進することで、農地集積や農業の高付加価値化を推進し、安定した農作物の確保や生
産率向上を図るとともに、北部地域の各分野における産業振興の拡大・発展を進める」
こととする。

　沖縄振興計画においては、生活圏の充実に関し、「生活環境基盤等の整備」を目標と
位置付け、「離島を含む北部地域の自立的発展に向けた定住条件や経済活動に係る競争
条件を改善するため、日常生活に必要不可欠な交通手段」等を確保する、「住宅の安定
供給については、民間による住宅供給が困難な地域等、離島の地域特性に応じ、定住化
に向けた魅力ある居住環境の形成を図るため、公営住宅の整備等を重点的に推進」す
る、「自然災害等の防止のため、景観や生態系などの自然環境に配慮した河川、海岸、
砂防、防風・防潮林等の整備を推進」することとしている。
　これらを踏まえ、沖縄北部連携促進特別振興対策特定開発事業においては、「定住条
件の整備（生活環境基盤等の整備）」として、「生活環境基盤の整備を推進し、生活の
安全性、利便性及び快適性の向上を図るため、道路、住宅、港湾整備を行い、住んでよ
し・来てよし（移住）となる集落環境の維持・増進を進める」こととする。

※北部圏域の平成27年度一人当たり市町村民所得：2,049千円

※北部圏域の平成27年度市町村内総生産額： 369,772百万円

北部地域での産業振興が達成される過程において新規雇用が拡大し、これまで中南部や
県外に流出していた人材を引き留めることのできる魅力ある雇用市場が形成される。ま
た、域外からの人口流入も期待でき、産業振興のレベルに合わせて人口が増加してい
く。域内人口が増加すれば、それに見合う生活環境の整備が当然必要となる。北部の豊
かな自然環境と共生する職住空間の形成に向けてハード・ソフト両面の施策を実行し、
住んでいて楽しい地域を住民が主体となって創り上げることにより、そのことがまた、
人口流入の動機づけとして働くと予想され、地域活力の相乗的な高揚が実現される。
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様式２

（単位：千円）

期間 対象地域 種別
全体事業費
（国　　費）

備考

15,574,802

(11,864,417)

5,761,380 　　　　 555

(4,628,386)

718,538

(575,143)

1,684,976

(1,348,711)

1,046,790

(837,889)

565,145

(452,362)

1,229,931

(984,481)

170,000

(153,000)

346,000

(276,800)

道路事業（１件）

金武町 道路事業（２件）

恩納村

名護市、国頭村、
大宜味村、東村、
今帰仁村、本部
町、恩納村、宜野
座村、金武町、伊
江村、伊是名村

道路事業、港湾事
業、農林事業、公
営住宅事業

道路事業（２件）

沖縄北部連携促進特別振興対策特定開発事業実施計画総括表

テーマ

宜野座村

平成29年度
～

平成33年度

産業振興のための基盤整備
（交通及び物流、農業基盤

の整備）
1

伊江村

本部町

今帰仁村 道路事業（１件）

道路事業（１件）

伊是名村 港湾事業（１件）

農林事業（１件）
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様式２

（単位：千円）

期間 対象地域 種別
全体事業費
（国　　費）

備考

15,574,802

(11,864,417)

名護市、国頭村、
大宜味村、東村、
今帰仁村、本部
町、恩納村、宜野
座村、金武町、伊
江村、伊是名村

道路事業、港湾事
業、農林事業、公
営住宅事業

沖縄北部連携促進特別振興対策特定開発事業実施計画総括表

テーマ

平成29年度
～

平成33年度

9,813,422

(7,236,031)

188,410

(125,743)

1,909,822

(1,286,305)

949,154

(655,221)

516,398

(356,983)

343,549

(236,764)

993,678

(731,564)

1,238,599

(858,628)

500,000

(450,000)

421,342

(281,199)

377,014

(264,354)

368,902

(257,852)

335,554

(227,518)

1,671,000

(1,503,900)

2 定住条件の整備
（生活環境基盤等の整備）

港湾事業（１件）

道路事業（１件）

公営住宅事業（1件）今帰仁村

金武町 公営住宅事業（１件）

道路事業（２件）

公営住宅事業（２件）

公営住宅事業（３件）国頭村

公営住宅事業（４件）

道路事業（２件）

東村

恩納村

名護市

公営住宅事業（５件）

港湾事業（１件）

本部町

公営住宅事業（１件）

公営住宅事業（１件）

伊江村
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様
式

３

実
施

計
画

書

対
象

地
域

テ
ー

マ

交
通

基
盤

の
整

備
に

よ
り

交
通

利
便

性
の

向
上

を
図

り
、

産
業

振
興

に
資

す
る

。

※
北

部
圏

域
の

平
成

2
7

年
度

一
人

当
た

り
市

町
村

民
所

得
：

2
,0

4
9

千
円

  
 北

部
圏

域
の

平
成

2
7

年
度

市
町

村
内

総
生

産
額

：
3

6
9

,7
7

2
百

万
円

 ①
道

路
事

業
：

産
業

振
興

に
資

す
る

道
路

に
お

い
て

、
快

適
な

通
行

に
支

障
が

あ
る

区
間

の
解

消
　

現
況

値
「

2
7

.3
%

削
減

」
 →

 目
標

値
「

5
5

.4
%

削
減

」
 ②

港
湾

事
業

：
仲

田
港

・
・

・
岸

壁
(-

4
.5

m
)で

適
正

な
係

留
が

で
き

な
い

船
舶

の
寄

港
割

合
　

現
況

値
「

2
2

.7
％

」
　

→
　

目
標

値
「

0
.0

％
」

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
※

当
該

岸
壁

で
現

在
、

適
正

な
係

留
が

で
き

な
い

船
舶

は
船

長
7

0
m

以
上

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
整

備
後

は
、

船
長

9
2

m
ま

で
の

船
舶

の
適

正
な

係
留

が
可

能

③
農

林
事

業
：

花
卉

の
平

均
収

量
の

増
加

　
現

状
値

「
3

9
,0

0
5

本
/
1

0
a
」

　
→

　
目

標
値

「
4

2
,9

0
6

本
/
1

0
a
」

テ
ー

マ
の

内
容

ア
ウ

ト
カ

ム
指

標

成
果

目
標

事
業

期
間

（
　

5
　

年
間

）
平

成
2
9
年

度
～

平
成

3
3
年

度

今
帰

仁
村

、
本

部
町

、
恩

納
村

、
宜

野
座

村
、

金
武

町
、

伊
江

村
、

伊
是

名
村

　
沖

縄
県

は
国

内
で

唯
一

の
離

島
県

で
あ

り
、

豊
か

な
自

然
環

境
、

独
特

の
文

化
・

芸
能

を
有

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
観

光
地

と
し

て
人

気
が

高
く

年
々

観
光

客
数

が
増

加
し

て
き

て
い

る
。

特
に

、
北

部
地

域
に

は
数

多
く

の
観

光
・

リ
ゾ

ー
ト

施
設

が
立

地
す

る
と

と
も

に
、

青
い

海
・

青
い

空
と

謳
わ

れ
る

よ
う

に
豊

か
な

自
然

が
残

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

観
光

地
と

し
て

人
気

の
高

い
地

域
で

あ
る

が
、

そ
れ

ら
を

有
効

に
活

用
す

る
た

め
の

基
盤

整
備

が
依

然
遅

れ
て

い
る

状
況

で
あ

る
。

ま
た

、
北

部
振

興
事

業
等

に
よ

り
産

業
振

興
の

具
体

策
と

な
る

事
業

を
推

進
し

、
国

立
沖

縄
工

業
高

等
専

門
学

校
や

Ｉ
Ｔ

関
連

企
業

等
が

集
積

す
る

と
と

も
に

、
地

域
資

源
を

活
用

し
た

地
域

特
産

品
加

工
施

設
等

が
整

備
さ

れ
、

地
域

産
業

が
育

成
さ

れ
つ

つ
あ

る
が

、
そ

れ
ら

産
業

の
成

長
を

後
方

か
ら

支
援

す
る

基
盤

整
備

が
不

十
分

で
あ

り
、

産
業

の
振

興
に

大
き

な
影

響
を

与
え

る
物

流
の

円
滑

化
を

図
る

た
め

の
道

路
整

備
を

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
。

こ
の

た
め

本
計

画
で

は
、

「
や

ん
ば

る
」

の
豊

か
な

自
然

環
境

を
保

全
・

活
用

し
つ

つ
、

旅
行

者
が

安
全

か
つ

円
滑

に
目

的
地

に
到

達
で

き
、

北
部

地
域

の
住

民
が

安
全

か
つ

快
適

に
往

来
可

能
と

な
る

よ
う

ア
ク

セ
ス

道
路

の
改

良
等

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

産
業

振
興

に
必

要
な

道
路

の
確

保
と

し
て

、
新

た
な

観
光

拠
点

及
び

観
光

資
源

と
連

動
し

た
道

路
整

備
と

産
業

を
支

え
る

道
路

に
も

か
か

わ
ら

ず
快

適
な

通
行

に
支

障
が

あ
る

区
間

の
解

消
を

図
る

。
ま

た
、

船
舶

荷
役

の
安

全
性

の
向

上
、

物
流

機
能

の
確

保
を

図
る

た
め

の
岸

壁
整

備
を

実
施

す
る

。
さ

ら
に

、
農

作
物

・
農

地
被

害
等

を
未

然
に

防
止

す
る

防
風

施
設

工
や

排
水

処
理

施
設

整
備

等
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

安
定

し
た

農
作

物
の

確
保

や
品

質
向

上
効

果
を

高
め

る
と

と
も

に
農

地
集

積
や

農
業

の
高

付
加

価
値

化
を

図
る

。
こ

れ
ら

の
事

業
を

迅
速

に
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

「
産

業
振

興
の

た
め

の
基

盤
整

備
」

を
図

る
も

の
で

あ
る

。

１
　

産
業

振
興

の
た

め
の

基
盤

整
備

（
交

通
及

び
物

流
、

農
業

基
盤

の
整

備
）

ゾ
ー

ン
名

北
部

全
域
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様
式

３

対
象

と
な

る
事

業
は

概
ね

以
下

の
と

お
り

で
あ

り
、

こ
の

う
ち

か
ら

毎
年

度
の

年
度

計
画

を
策

定
す

る
。

N
o
.

新
規

/
継

続
事

業
主

体
種

別
概

算
事

業
費

（
国

費
ベ

ー
ス

）
（
千

円
）

　
本

事
業

に
よ

り
、

降
雨

に
よ

る
土

壌
浸

食
や

耕
土

流
出

等
対

策
と

し
て

排
水

・
末

端
処

理
施

設
の

整
備

や
水

兼
農

道
、

台
風

や
季

節
風

と
い

っ
た

風
害

か
ら

農
作

物
を

保
全

す
る

機
能

を
有

し
た

防
風

施
設

の
整

備
を

行
う

こ
と

で
、

安
定

し
た

農
作

物
の

確
保

や
生

産
率

向
上

、
増

収
や

品
質

向
上

効
果

を
促

進
し

、
北

部
地

域
の

産
業

・
農

村
振

興
に

寄
与

す
る

も
の

で
あ

る
。

2
7
6
,8

0
0

　
当

該
道

路
の

整
備

に
よ

り
、

H
3
1
年

度
開

通
予

定
の

国
道

３
２

９
金

武
バ

イ
パ

ス
か

ら
新

た
な

ル
ー

ト
を

確
保

す
る

こ
と

に
よ

り
今

後
増

加
す

る
交

通
に

よ
り

発
生

す
る

渋
滞

へ
の

対
策

が
図

ら
れ

る
と

供
に

各
施

設
間

を
連

結
す

る
ア

ク
セ

ス
道

路
と

し
て

各
観

光
施

設
等

へ
の

安
全

で
円

滑
な

交
通

網
を

整
備

す
る

こ
と

が
で

き
利

用
者

の
安

全
性

・
利

便
性

の
向

上
が

図
ら

れ
、

観
光

産
業

振
興

へ
寄

与
す

る
も

の
で

あ
る

。
4
6
9
,2

7
9

1
-
9

農
業

基
盤

整
備

促
進

事
業

（
東

江
上

第
３

地
区

）
新

規
伊

江
村

農
林

防
風

林
工

：
L
=
1
,7

8
0
ｍ

排
水

路
工

：
L
＝

5
0
4
ｍ

水
兼

農
道

：
L
＝

2
,1

2
5
ｍ

浸
透

池
・
ト

レ
ン

チ
：
1
基

、
1
箇

所

1
-
8

町
道

金
武

２
５

１
号

線
道

路
整

備
事

業
新

規
金

武
町

道
路

延
長

 L
=
1
,7

0
8
m

幅
員

 W
=
1
0
m

用
地

取
得

 A
=
1
7
,0

3
1
㎡

4,
62
8,
38
6

　
障

壁
の

延
伸

整
備

に
よ

り
、

産
業

バ
ー

ス
の

安
全

性
を

確
保

す
る

こ
と

で
、

伊
是

名
村

民
の

安
定

し
た

生
活

の
確

保
及

び
北

部
地

域
の

物
流

機
能

の
確

保
・
強

化
が

図
ら

れ
る

。
ひ

い
て

は
、

産
業

振
興

の
た

め
の

物
流

基
盤

の
整

備
に

寄
与

す
る

も
の

で
あ

る
。

1
5
3
,0

0
0

全
体

概
要

事
業

費

1
-
7

仲
田

港
港

湾
改

修
事

業
継

続
伊

是
名

村
港

湾
岸

壁
（
-
4
.5

m
）
延

伸
 L

=
2
5
m

　
当

該
道

路
の

整
備

に
よ

り
、

移
動

目
的

別
に

道
路

を
区

分
す

る
こ

と
で

、
混

在
す

る
交

通
が

分
散

さ
れ

、
地

域
住

民
及

び
児

童
・
生

徒
の

安
全

性
が

確
保

さ
れ

る
と

と
も

に
、

農
産

物
搬

入
・

搬
出

時
間

の
短

縮
等

に
よ

る
利

便
性

向
上

、
観

光
等

の
産

業
振

興
の

促
進

に
よ

る
雇

用
創

出
に

繋
が

る
な

ど
、

地
域

活
性

化
に

寄
与

す
る

も
の

で
あ

る
。

新
規

本
部

町
道

路

延
長

 L
=
8
5
0
m

幅
員

 W
=
9
.5

m
用

地
取

得
 A

=
7
,7

3
7
㎡

物
件

補
償

 1
6
件

　
当

該
道

路
の

整
備

に
よ

り
、

観
光

客
増

加
に

伴
う

交
通

渋
滞

が
緩

和
さ

れ
安

全
性

・
利

便
性

が
向

上
す

る
と

と
も

に
、

海
洋

博
記

念
公

園
や

カ
ル

ス
ト

地
形

、
今

帰
仁

城
跡

等
の

観
光

施
設

間
で

の
円

滑
な

移
動

の
確

保
に

よ
り

、
さ

ら
な

る
観

光
振

興
に

寄
与

す
る

。
ま

た
、

既
に

農
産

品
加

工
場

が
立

地
し

て
い

る
上

本
部

飛
行

場
跡

地
再

開
発

の
促

進
や

、
産

業
集

積
に

よ
る

雇
用

創
出

及
び

地
域

活
性

化
に

寄
与

す
る

も
の

で
あ

る
。

4
4
0
,7

3
8

道
路

延
長

 L
=
3
,8

2
5
m

幅
員

 W
=
7
.7

5
m

用
地

取
得

 A
=
1
9
,6

0
8
㎡

物
件

補
償

 2
１

件

事
業

名
事

業
概

要
（
概

略
の

工
事

量
を

記
入

す
る

）

対
象

事
業

　
当

該
道

路
の

整
備

に
よ

り
、

地
域

住
民

の
安

全
性

が
確

保
さ

れ
る

と
と

も
に

、
増

加
し

て
い

る
観

光
客

が
安

全
・
安

心
で

快
適

に
走

行
で

き
る

道
路

交
通

形
態

を
構

築
し

、
観

光
産

業
の

促
進

並
び

に
地

域
活

性
化

へ
寄

与
す

る
も

の
で

あ
る

。
1
-
1

古
宇

利
一

周
線

道
路

改
築

事
業

新
規

今
帰

仁
村

事
業

の
必

要
性

5
7
5
,1

4
3

道
路

延
長

 L
=
2
,3

0
0
m

幅
員

 W
=
1
1
.5

m
用

地
取

得
 A

=
1
4
,0

7
1
㎡

物
件

補
償

 4
5
件

1
-
2

1
-
4

勢
高

２
号

線
道

路
整

備
事

業
新

規
恩

納
村

道
路

瀬
底

島
一

周
線

道
路

改
築

事
業

新
規

本
部

町

1
-
3

石
川

謝
花

線
（
石

川
・

豊
原

区
間

）
道

路
改

築
事

業

　
当

該
道

路
の

整
備

に
よ

り
、

恩
納

通
信

所
跡

地
か

ら
万

座
毛

ま
で

の
観

光
ル

ー
ト

の
動

線
を

一
体

的
に

整
備

す
る

こ
と

で
、

ア
ク

セ
ス

性
の

向
上

に
よ

り
交

通
経

路
が

拡
充

さ
れ

、
渋

滞
緩

和
に

寄
与

す
る

と
と

も
に

、
観

光
産

業
の

振
興

に
大

き
く
貢

献
す

る
。

　
ま

た
、

リ
ゾ

ー
ト

ホ
テ

ル
や

各
種

事
業

所
の

誘
致

等
に

よ
る

雇
用

機
会

の
創

出
や

、
観

光
地

と
し

て
の

魅
力

あ
る

跡
地

計
画

の
推

進
が

図
ら

れ
る

こ
と

で
、

地
域

活
性

化
に

寄
与

す
る

も
の

で
あ

る
。

1
-
5

漢
那

旧
国

道
線

道
路

改
築

事
業

新
規

宜
野

座
村

4
5
2
,3

6
2

1
-
6

町
道

中
川

３
６

号
線

道
路

整
備

事
業

新
規

金
武

町

　
当

該
道

路
の

整
備

に
よ

り
、

河
川

周
辺

施
設

（
道

の
駅

・
漢

那
ダ

ム
・
パ

ー
ク

ゴ
ル

フ
場

・
ア

ス
レ

チ
ッ

ク
パ

ー
ク

等
）
へ

の
相

互
ア

ク
セ

ス
性

が
向

上
さ

れ
、

滞
在

時
間

延
長

に
よ

る
消

費
拡

大
を

促
し

、
広

域
的

な
観

光
の

活
性

化
に

よ
る

産
業

振
興

が
図

ら
れ

る
と

と
も

に
、

生
活

道
路

と
し

て
の

安
全

性
が

確
保

さ
れ

る
も

の
で

あ
る

。

道
路

延
長

 L
=
7
7
0
m

幅
員

 W
=
8
m

用
地

取
得

 A
=
1
,1

1
7
㎡

　
当

該
道

路
を

既
設

道
路

か
ら

海
浜

公
園

、
海

岸
等

の
観

光
施

設
へ

の
ア

ク
セ

ス
道

路
と

し
て

整
備

す
る

こ
と

で
、

観
光

施
設

へ
の

安
全

で
円

滑
な

交
通

を
確

保
し

、
海

岸
利

用
者

の
避

難
経

路
等

と
し

て
も

利
用

す
る

こ
と

で
、

利
便

性
・
安

全
性

の
向

上
が

図
ら

れ
、

観
光

産
業

振
興

に
寄

与
す

る
も

の
で

あ
る

。

道
路

延
長

 L
=
4
6
8
m

幅
員

 W
=
1
5
.5

m

延
長

 L
=
1
,5

0
0
m

幅
員

 W
＝

1
1
～

1
3
.5

m
用

地
取

得
 A

=
1
8
,7

1
5
㎡

物
件

補
償

3
3
件

9
0
7
,9

7
3

8
3
7
,8

8
9

5
1
5
,2

0
2
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様
式

３

実
施
計
画
書

対
象

地
域

名
護

市
、

国
頭

村
、

東
村

、
今

帰
仁

村
、

本
部

町
、

恩
納

村
、

金
武

町
、

伊
江

村

北
部

地
域

に
お

い
て

は
雇

用
機

会
の

脆
弱

性
や

住
宅

確
保

の
困

難
性

か
ら

、
若

年
層

の
都

市
部

へ
の

流
出

が
顕

著
で

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
崩

壊
な

ど
地

域
の

活
性

化
が

失
わ

れ
て

い
る

状
況

に
あ

る
。

近
年

、
北

部
振

興
事

業
等

に
よ

り
生

産
施

設
等

の
整

備
が

鋭
意

進
め

ら
れ

雇
用

の
拡

大
が

図
ら

れ
、

活
気

を
取

り
戻

し
つ

つ
あ

る
地

域
も

あ
る

が
、

地
域

定
住

に
よ

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

回
復

と
い

っ
た

面
で

は
、

依
然

と
し

て
課

題
が

残
さ

れ
て

い
る

。
特

に
、

北
部

地
域

の
面

積
は

沖
縄

県
の
36
.2
%

を
占

め
る

も
の

の
、

人
口

は
8.
9%

と
ア

ン
バ

ラ
ン

ス
な

人
口

配
置

と
な

っ
て

い
る

。
こ

れ
ら

の
問

題
を

解
決

す
る

た
め

に
は

、
豊

か
な

生
活

空
間

の
中

で
住

民
が

安
全

で
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
環

境
作

り
に

取
り

組
む

こ
と

が
肝

要
で

あ
る

。
住

民
の

生
活

に
密

着
し

た
生

活
道

路
に

関
し

て
は

、
台

風
地

震
な

ど
の

災
害

に
強

く
や

ん
ば

る
の

住
民

生
活

に
必

要
な

道
路

を
確

保
し

、
住

民
の

生
活

を
支

え
る

道
路

に
も

か
か

わ
ら

ず
快

適
な

通
行

に
支

障
が

あ
る

区
間

の
解

消
を

図
る

と
と

も
に

、
通

学
路

等
に

お
い

て
歩

行
者

を
重

視
し

た
道

路
交

通
環

境
の

整
備

を
図

り
、

道
路

交
通

の
安

全
性

・
快

適
性

を
高

め
る

必
要

が
あ

る
。

　
ま

た
、

子
育

て
世

帯
等

の
若

年
層

や
自

力
で

は
世

帯
人

数
に

応
じ

た
住

宅
を

確
保

で
き

な
い

世
帯

へ
は

、
低

廉
で

快
適

な
住

空
間

の
確

保
が

必
要

と
な

っ
て

い
る

。
離

島
の

港
湾

で
は

、
港

内
に

進
入

し
た

う
ね

り
が

、
荷

役
や

乗
客

の
乗

降
に

支
障

を
き

た
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

施
設

利
用

者
の

安
全

性
及

び
利

便
性

を
向

上
さ

せ
船

舶
の

利
用

促
進

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
こ

の
た

め
本

計
画

で
は

、
豊

か
な

「
や

ん
ば

る
」

の
自

然
景

観
等

に
配

慮
し

つ
つ

、
安

心
快

適
な

生
活

道
路

の
整

備
、

低
廉

で
快

適
な

公
営

住
宅

の
整

備
、

地
域

の
活

性
化

に
資

す
る

港
湾

の
整

備
な

ど
の

事
業

を
集

中
的

に
実

施
す

る
。

こ
れ

ら
の

事
業

を
迅

速
に

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

「
定

住
条

件
の

整
備

」
を

図
る

こ
と

と
す

る
。

テ
ー

マ

地
域

に
お

け
る

生
活

環
境

基
盤

の
整

備
に

よ
り

安
全

・
安

心
・

快
適

な
生

活
空

間
を

創
出

し
、

定
住

人
口

の
維

持
・

拡
大

に
資

す
る

。

※
北

部
圏

域
の

平
成

３
１

年
4

月
1

日
現

在
人

口
：

1
3

0
,9

5
8

人

①
道

路
事

業
：

定
住

条
件

に
資

す
る

道
路

に
お

い
て

、
快

適
な

通
行

に
支

障
が

あ
る

区
間

の
解

消
　

現
況

値
「

5
2

.8
%

削
減

」
 →

 目
標

値
「

6
0

.9
%

削
減

」

②
公

営
住

宅
事

業
：

北
部

圏
域

に
お

い
て

公
営

住
宅

に
入

居
す

る
若

年
層

世
帯

の
増

加
　

現
況

値
「

1
,3

9
3

世
帯

」
 →

 目
標

値
「

1
,5

2
1

世
帯

」

③
港

湾
事

業
：

 (
1

)本
部

港
（

本
部

地
区

）
・

・
・

港
内

の
静

穏
度

　
現

況
値

「
8

9
.9

％
」

 →
　

目
標

値
「

9
0

.4
％

」
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 (
2

)伊
江

港
・

・
・

港
内

の
静

穏
度

　
現

況
値

「
9

2
.0

％
」

 →
　

目
標

値
「

9
8

.7
％

」

ゾ
ー

ン
名

ア
ウ

ト
カ

ム
指

標

（
　

5
　

年
間

）
事

業
期

間
平

成
2
9
年

度
～

平
成

3
3
年

度

テ
ー

マ
の

内
容

成
果

目
標

北
部

全
域

２
　

定
住

条
件

の
整

備
（
生

活
環

境
基

盤
等

の
整

備
）
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様
式

３

対
象

と
な

る
事

業
は

概
ね

以
下

の
と

お
り

で
あ

り
、

こ
の

う
ち

か
ら

毎
年

度
の

年
度

計
画

を
策

定
す

る
。

No
.

新
規
/継

続
事

業
主

体
種

別
概

算
事

業
費

（
国

費
ベ

ー
ス

）
（
千

円
）

28
5,
70
5

41
1,
43
8

32
0,
12
6

16
8,
11
4

27
8,
82
7

事
業

名

　
当

該
道

路
の

整
備

に
よ

り
、

歩
車

道
を

分
離

す
る

こ
と

で
通

行
者

の
安

全
性

・
快

適
性

が
確

保
さ

れ
、

周
辺

住
民

の
快

適
な

生
活

環
境

の
構

築
に

寄
与

す
る

。
ま

た
、

沿
線

地
域

の
宅

地
化

利
用

が
促

進
さ

れ
る

と
と

も
に

、
近

隣
小

学
校

等
に

通
学

す
る

生
徒

や
関

係
者

、
お

よ
び

図
書

館
の

利
用

者
等

の
安

全
性

や
利

便
性

が
向

上
し

、
定

住
人

口
の

増
加

拡
大

に
寄

与
す

る
も

の
で

あ
る

。

住
宅

　
当

該
道

路
の

整
備

に
よ

り
、

す
れ

違
い

困
難

な
車

道
や

未
整

備
の

歩
道

な
ど

の
問

題
が

解
消

さ
れ

、
災

害
時

の
避

難
経

路
が

確
保

さ
れ

る
と

と
も

に
、

快
適

性
・
利

便
性

の
向

上
に

よ
り

、
当

該
地

域
の

活
性

化
及

び
定

住
化

の
促

進
に

寄
与

す
る

も
の

で
あ

る
。

2-
1

道
路

新
規

2-
5

喜
瀬

武
原

1
1
号

線
道

路
整

備
事

業
新

規

道
路

延
長

 L
=
1
,7

9
6
m

幅
員

 W
=
5
.0

m
用

地
取

得
 A

=
1
0
,2

8
2
㎡

物
件

補
償

7
件

道
路

延
長

 L
=
9
2
0
m

幅
員

 W
=
8
m

用
地

取
得

 A
=
4
7
㎡

 　
健

康
で

文
化

的
な

生
活

を
営

む
に

足
り

る
住

宅
を

整
備

し
、

住
宅

に
困

窮
す

る
低

額
所

得
者

に
対

し
て

低
廉

な
家

賃
で

賃
貸

す
る

こ
と

に
よ

り
、

生
活

の
安

定
と

社
会

福
祉

の
増

進
に

寄
与

す
る

。
ま

た
、

若
年

層
（
子

育
て

世
代

）
の

定
住

促
進

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
の

活
性

化
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

公
営

住
宅

新
築

工
事

中
層

耐
火

構
造

　
3
階

建
て

1
2
戸

延
長

 L
=
1
,0

0
0
m

歩
道

延
長

 L
=
8
0
m

幅
員

 W
=
7
m

用
地

取
得

 A
=
3
,1

5
9
㎡

　
当

該
道

路
の

整
備

に
よ

り
、

町
中

心
部

に
お

け
る

宅
地

の
確

保
や

生
活

環
境

の
改

善
、

本
部

町
中

心
部

へ
の

ア
ク

セ
ス

時
間

の
短

縮
が

図
ら

れ
る

こ
と

に
よ

り
、

住
民

及
び

児
童

・
生

徒
の

安
全

・
安

心
が

確
保

さ
れ

る
と

と
も

に
、

快
適

性
・
利

便
性

等
が

向
上

す
る

こ
と

に
よ

り
定

住
人

口
の

促
進

に
寄

与
す

る
も

の
で

あ
る

。

道
路

2-
6

瀬
嵩

第
三

団
地

新
築

事
業

新
規

恩
納

村

2-
2

対
象

事
業

事
業

概
要

（
概

略
の

工
事

量
を

記
入

す
る

）

嘉
津

宇
具

志
堅

線
道

路
改

築
事

業
新

規
本

部
町

2-
3

満
名

川
線

道
路

整
備

事
業

新
規

名
護

市
名

護
6
9
号

線
道

路
整

備
事

業

事
業

の
必

要
性

延
長

 L
=
3
1
6
m

幅
員

 W
=
8
.5

m
用

地
取

得
 A

=
2
,1

7
4
㎡

物
件

補
償

 1
2
件

12
5,
74
3

　
当

該
道

路
の

整
備

に
よ

り
、

沿
線

地
域

の
土

地
が

宅
地

と
し

て
活

用
可

能
と

な
る

。
ま

た
、

津
波

被
害

時
に

お
け

る
緊

急
避

難
経

路
が

確
保

さ
れ

、
海

岸
沿

線
集

落
の

安
心

・
安

全
な

生
活

環
境

基
盤

の
構

築
に

繋
が

る
と

と
も

に
、

地
域

間
の

交
流

に
も

資
す

る
こ

と
か

ら
、

地
域

の
定

住
促

進
に

寄
与

す
る

も
の

で
あ

る
。

　
当

該
道

路
の

整
備

に
よ

り
　

恩
納

村
で

実
施

中
の

排
水

路
整

備
を

現
道

整
備

に
併

せ
て

施
工

し
、

道
路

拡
幅

や
歩

道
整

備
を

迅
速

に
実

施
す

る
こ

と
で

、
児

童
・
生

徒
・
地

域
住

民
の

安
全

を
確

保
し

、
利

用
者

の
利

便
性

・
快

適
性

等
が

改
善

さ
れ

、
安

全
な

地
域

社
会

の
構

築
や

定
住

増
進

に
寄

与
す

る
も

の
で

あ
る

。

2-
7

中
山

第
四

団
地

新
築

事
業

新
規

名
護

市
住

宅

 　
健

康
で

文
化

的
な

生
活

を
営

む
に

足
り

る
住

宅
を

整
備

し
、

住
宅

に
困

窮
す

る
低

額
所

得
者

に
対

し
て

低
廉

な
家

賃
で

賃
貸

す
る

こ
と

に
よ

り
、

生
活

の
安

定
と

社
会

福
祉

の
増

進
に

寄
与

す
る

。
ま

た
、

若
年

層
（
子

育
て

世
代

）
の

定
住

促
進

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
の

活
性

化
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

2-
4

勢
高

1
号

線
道

路
整

備
事

業

公
営

住
宅

新
築

工
事

中
層

耐
火

構
造

　
3
階

建
て

1
2
戸

新
規

恩
納

村

名
護

市

本
部

町
道

路

延
長

 L
=
1
,3

1
7
m

幅
員

 W
=
5
.7

5
m

用
地

取
得

 A
=
3
,4

4
3
㎡

物
件

補
償

 1
0
件

11
3,
08
5
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様
式

３

No
.

新
規
/継

続
事

業
主

体
種

別
概

算
事

業
費

（
国

費
ベ

ー
ス

）
（
千

円
）

事
業

名
事

業
概

要
（
概

略
の

工
事

量
を

記
入

す
る

）
事

業
の

必
要

性

17
8,
37
5

17
8,
60
8

24
4,
88
7

28
1,
02
0

12
9,
31
4

44
8,
93
4

住
宅

15
3,
40
4

公
営

住
宅

建
替

工
事

耐
火

構
造

　
2
階

建
て

8
戸

  
 現

団
地

は
昭

和
5
8
年

3
棟

6
戸

が
建

設
さ

れ
、

平
成

3
0
年

に
は

築
3
5
年

を
迎

え
る

。
3
棟

と
も

に
経

年
に

よ
る

劣
化

及
び

沖
縄

県
特

有
の

自
然

環
境

で
あ

る
亜

熱
帯

気
候

及
び

台
風

等
に

よ
る

塩
害

に
よ

り
、

内
外

装
部

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

劣
化

及
び

鉄
筋

の
腐

食
等

に
よ

り
内

外
壁

が
剥

離
、

内
装

部
に

関
し

て
も

木
造

部
の

腐
朽

が
進

行
し

て
お

り
、

早
急

な
建

替
に

よ
る

安
全

の
確

保
が

必
要

で
あ

る
。

建
替

事
業

に
よ

り
、

安
全

性
の

確
保

及
び

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
に

よ
り

高
齢

者
に

良
好

な
住

環
境

を
提

供
し

、
ま

た
、

子
育

て
世

帯
へ

配
慮

し
た

居
住

面
積

や
部

屋
数

な
ど

利
便

性
の

向
上

が
図

ら
れ

る
。

  
 現

団
地

は
昭

和
5
9
年

3
棟

6
戸

が
建

設
さ

れ
、

平
成

3
1
年

に
は

築
3
5
年

を
迎

え
る

。
3
棟

と
も

に
経

年
に

よ
る

劣
化

及
び

沖
縄

県
特

有
の

自
然

環
境

で
あ

る
亜

熱
帯

気
候

及
び

台
風

等
に

よ
る

塩
害

に
よ

り
、

内
外

装
部

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

劣
化

及
び

鉄
筋

の
腐

食
等

に
よ

り
内

外
壁

が
剥

離
、

内
装

部
に

関
し

て
も

木
造

部
の

腐
朽

が
進

行
し

て
お

り
、

早
急

な
建

替
に

よ
る

安
全

の
確

保
が

必
要

で
あ

る
。

建
替

事
業

に
よ

り
、

安
全

性
の

確
保

及
び

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
に

よ
り

高
齢

者
に

良
好

な
住

環
境

を
提

供
し

、
ま

た
、

子
育

て
世

帯
へ

配
慮

し
た

居
住

面
積

や
部

屋
数

な
ど

利
便

性
の

向
上

が
図

ら
れ

る
。

公
営

住
宅

建
替

工
事

耐
火

構
造

　
2
階

建
て

8
戸

住
宅

2-
14

高
江

団
地

建
替

事
業

新
規

東
村

2-
15

慶
佐

次
団

地
建

替
事

業
新

規
東

村

 　
健

康
で

文
化

的
な

生
活

を
営

む
に

足
り

る
住

宅
を

整
備

し
、

住
宅

に
困

窮
す

る
低

額
所

得
者

に
対

し
て

低
廉

な
家

賃
で

賃
貸

す
る

こ
と

に
よ

り
、

生
活

の
安

定
と

社
会

福
祉

の
増

進
に

寄
与

す
る

。
ま

た
、

若
年

層
（
子

育
て

世
代

）
の

定
住

促
進

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
の

活
性

化
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

2-
12

楚
洲

団
地

新
築

事
業

新
規

国
頭

村
住

宅
公

営
住

宅
新

築
工

事
耐

火
構

造
　

2
階

建
て

6
戸

 　
健

康
で

文
化

的
な

生
活

を
営

む
に

足
り

る
住

宅
を

整
備

し
、

住
宅

に
困

窮
す

る
低

額
所

得
者

に
対

し
て

低
廉

な
家

賃
で

賃
貸

す
る

こ
と

に
よ

り
、

生
活

の
安

定
と

社
会

福
祉

の
増

進
に

寄
与

す
る

。
ま

た
、

若
年

層
（
子

育
て

世
代

）
の

定
住

促
進

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
の

活
性

化
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

公
営

住
宅

新
築

工
事

中
層

耐
火

構
造

　
3
階

建
て

1
2
戸

桃
原

団
地

新
築

事
業

新
規

2-
9

新
規

国
頭

村
住

宅
2-
11

奥
間

団
地

新
築

事
業

名
護

市

国
頭

村

 　
健

康
で

文
化

的
な

生
活

を
営

む
に

足
り

る
住

宅
を

整
備

し
、

住
宅

に
困

窮
す

る
低

額
所

得
者

に
対

し
て

低
廉

な
家

賃
で

賃
貸

す
る

こ
と

に
よ

り
、

生
活

の
安

定
と

社
会

福
祉

の
増

進
に

寄
与

す
る

。
ま

た
、

若
年

層
（
子

育
て

世
代

）
の

定
住

促
進

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
の

活
性

化
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

公
営

住
宅

新
築

工
事

中
層

耐
火

構
造

　
3
階

建
て

1
8
戸

 　
健

康
で

文
化

的
な

生
活

を
営

む
に

足
り

る
住

宅
を

整
備

し
、

住
宅

に
困

窮
す

る
低

額
所

得
者

に
対

し
て

低
廉

な
家

賃
で

賃
貸

す
る

こ
と

に
よ

り
、

生
活

の
安

定
と

社
会

福
祉

の
増

進
に

寄
与

す
る

。
ま

た
、

若
年

層
（
子

育
て

世
代

）
の

定
住

促
進

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
の

活
性

化
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
住

宅
真

喜
屋

第
三

団
地

新
築

事
業

公
営

住
宅

新
築

工
事

耐
火

構
造

　
2
階

建
て

1
2
戸

 　
健

康
で

文
化

的
な

生
活

を
営

む
に

足
り

る
住

宅
を

整
備

し
、

住
宅

に
困

窮
す

る
低

額
所

得
者

に
対

し
て

低
廉

な
家

賃
で

賃
貸

す
る

こ
と

に
よ

り
、

生
活

の
安

定
と

社
会

福
祉

の
増

進
に

寄
与

す
る

。
ま

た
、

若
年

層
（
子

育
て

世
代

）
の

定
住

促
進

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
の

活
性

化
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

住
宅

新
規

2-
10

仲
尾

団
地

新
築

事
業

新
規

2-
8

名
護

市
住

宅
公

営
住

宅
新

築
工

事
中

層
耐

火
構

造
　

3
階

建
て

6
戸
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様
式

３

No
.

新
規
/継

続
事

業
主

体
種

別
概

算
事

業
費

（
国

費
ベ

ー
ス

）
（
千

円
）

事
業

名
事

業
概

要
（
概

略
の

工
事

量
を

記
入

す
る

）
事

業
の

必
要

性

22
7,
51
8

26
5,
76
6

15
0,
36
2

25
7,
85
2

28
9,
87
5

 　
健

康
で

文
化

的
な

生
活

を
営

む
に

足
り

る
住

宅
を

整
備

し
、

住
宅

に
困

窮
す

る
低

額
所

得
者

に
対

し
て

低
廉

な
家

賃
で

賃
貸

す
る

こ
と

に
よ

り
、

生
活

の
安

定
と

社
会

福
祉

の
増

進
に

寄
与

す
る

。
ま

た
、

若
年

層
（
子

育
て

世
代

）
の

定
住

促
進

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
の

活
性

化
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

伊
江

村
住

宅
公

営
住

宅
新

築
工

事
中

層
耐

火
構

造
　

3
階

建
て

1
2
戸

 　
健

康
で

文
化

的
な

生
活

を
営

む
に

足
り

る
住

宅
を

整
備

し
、

住
宅

に
困

窮
す

る
低

額
所

得
者

に
対

し
て

低
廉

な
家

賃
で

賃
貸

す
る

こ
と

に
よ

り
、

生
活

の
安

定
と

社
会

福
祉

の
増

進
に

寄
与

す
る

。
ま

た
、

若
年

層
（
子

育
て

世
代

）
の

定
住

促
進

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
の

活
性

化
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

2-
24

中
川

第
4
団

地
新

築
事

業
新

規
金

武
町

住
宅

公
営

住
宅

新
築

工
事

中
層

耐
火

構
造

　
3
階

建
て

1
2
戸

2-
25

川
平

団
地

新
築

事
業

新
規

 　
健

康
で

文
化

的
な

生
活

を
営

む
に

足
り

る
住

宅
を

整
備

し
、

住
宅

に
困

窮
す

る
低

額
所

得
者

に
対

し
て

低
廉

な
家

賃
で

賃
貸

す
る

こ
と

に
よ

り
、

生
活

の
安

定
と

社
会

福
祉

の
増

進
に

寄
与

す
る

。
ま

た
、

若
年

層
（
子

育
て

世
代

）
の

定
住

促
進

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
の

活
性

化
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
2-
23

宇
加

地
団

地
新

築
事

業
新

規
恩

納
村

住
宅

公
営

住
宅

新
築

工
事

中
層

耐
火

構
造

　
3
階

建
て

1
2
戸

26
4,
35
4

 　
健

康
で

文
化

的
な

生
活

を
営

む
に

足
り

る
住

宅
を

整
備

し
、

住
宅

に
困

窮
す

る
低

額
所

得
者

に
対

し
て

低
廉

な
家

賃
で

賃
貸

す
る

こ
と

に
よ

り
、

生
活

の
安

定
と

社
会

福
祉

の
増

進
に

寄
与

す
る

。
ま

た
、

若
年

層
（
子

育
て

世
代

）
の

定
住

促
進

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
の

活
性

化
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
2-
21

嘉
津

宇
団

地
新

築
事

業
新

規
本

部
町

住
宅

公
営

住
宅

新
築

工
事

中
層

耐
火

構
造

　
3
階

建
て

6
戸

15
2,
62
5

 　
健

康
で

文
化

的
な

生
活

を
営

む
に

足
り

る
住

宅
を

整
備

し
、

住
宅

に
困

窮
す

る
低

額
所

得
者

に
対

し
て

低
廉

な
家

賃
で

賃
貸

す
る

こ
と

に
よ

り
、

生
活

の
安

定
と

社
会

福
祉

の
増

進
に

寄
与

す
る

。
ま

た
、

若
年

層
（
子

育
て

世
代

）
の

定
住

促
進

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
の

活
性

化
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

2-
20

新
里

第
２

団
地

新
築

事
業

新
規

本
部

町
住

宅
公

営
住

宅
新

築
工

事
耐

火
構

造
　

2
階

建
て

1
6
戸

 　
健

康
で

文
化

的
な

生
活

を
営

む
に

足
り

る
住

宅
を

整
備

し
、

住
宅

に
困

窮
す

る
低

額
所

得
者

に
対

し
て

低
廉

な
家

賃
で

賃
貸

す
る

こ
と

に
よ

り
、

生
活

の
安

定
と

社
会

福
祉

の
増

進
に

寄
与

す
る

。
ま

た
、

若
年

層
（
子

育
て

世
代

）
の

定
住

促
進

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
の

活
性

化
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

2-
19

具
志

堅
団

地
新

築
事

業
新

規
本

部
町

住
宅

公
営

住
宅

新
築

工
事

中
層

耐
火

構
造

　
3
階

建
て

6
戸

 　
健

康
で

文
化

的
な

生
活

を
営

む
に

足
り

る
住

宅
を

整
備

し
、

住
宅

に
困

窮
す

る
低

額
所

得
者

に
対

し
て

低
廉

な
家

賃
で

賃
貸

す
る

こ
と

に
よ

り
、

生
活

の
安

定
と

社
会

福
祉

の
増

進
に

寄
与

す
る

。
ま

た
、

若
年

層
（
子

育
て

世
代

）
の

定
住

促
進

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
の

活
性

化
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
2-
18

本
部

町
新

規
住

宅
謝

花
第

２
団

地
新

築
事

業
公

営
住

宅
新

築
工

事
耐

火
構

造
　

2
階

建
て

1
2
戸
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様
式

３

No
.

新
規
/継

続
事

業
主

体
種

別
概

算
事

業
費

（
国

費
ベ

ー
ス

）
（
千

円
）

事
業

名
事

業
概

要
（
概

略
の

工
事

量
を

記
入

す
る

）
事

業
の

必
要

性

2-
29

湧
川

第
２

団
地

新
築

事
業

新
規

今
帰

仁
村

住
宅

公
営

住
宅

新
築

工
事

耐
火

構
造

　
2
階

建
て

1
2
戸

 　
健

康
で

文
化

的
な

生
活

を
営

む
に

足
り

る
住

宅
を

整
備

し
、

住
宅

に
困

窮
す

る
低

額
所

得
者

に
対

し
て

低
廉

な
家

賃
で

賃
貸

す
る

こ
と

に
よ

り
、

生
活

の
安

定
と

社
会

福
祉

の
増

進
に

寄
与

す
る

。
ま

た
、

若
年

層
（
子

育
て

世
代

）
の

定
住

促
進

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
の

活
性

化
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

山
入

端
第

二
団

地
新

築
事

業
新

規
名

護
市

住
宅

公
営

住
宅

新
築

工
事

耐
火

構
造

　
2
階

建
て

6
戸

23
6,
76
4

 　
健

康
で

文
化

的
な

生
活

を
営

む
に

足
り

る
住

宅
を

整
備

し
、

住
宅

に
困

窮
す

る
低

額
所

得
者

に
対

し
て

低
廉

な
家

賃
で

賃
貸

す
る

こ
と

に
よ

り
、

生
活

の
安

定
と

社
会

福
祉

の
増

進
に

寄
与

す
る

。
ま

た
、

若
年

層
（
子

育
て

世
代

）
の

定
住

促
進

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
の

活
性

化
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

11
9,
43
5

7,
23
6,
03
1

45
0,
00
0

  
本

部
港

は
、

ク
ル

ー
ズ

拠
点

選
定

等
人

流
や

物
流

、
観

光
の

拠
点

港
で

あ
る

が
、

港
内

を
静

穏
に

保
つ

防
波

堤
が

無
い

こ
と

か
ら

、
船

舶
が

岸
壁

に
衝

突
す

る
等

危
険

な
状

況
に

あ
る

。
　

こ
の

た
め

、
防

波
堤

（
沖

）
を

整
備

す
る

こ
と

で
岸

壁
等

の
静

穏
度

が
向

上
さ

れ
、

船
舶

の
安

全
な

航
行

や
岸

壁
の

利
用

が
可

能
と

な
る

。
こ

れ
に

よ
り

人
流

、
物

流
や

観
光

の
拠

点
港

と
し

て
地

域
産

業
が

活
性

化
し

雇
用

や
収

入
の

安
定

に
寄

与
す

る
。

ま
た

、
災

害
時

の
拠

点
港

と
し

て
住

民
が

安
心

・
安

全
に

暮
ら

せ
る

地
域

づ
く
り

に
も

寄
与

す
る

。

2-
26

本
部

港
（
本

部
地

区
）

港
湾

改
修

事
業

新
規

沖
縄

県
港

湾
防

波
堤

（
沖

）
　

L
＝

2
0
ｍ

2-
28

全
体

概
要

事
業

費

　
伊

江
港

は
、

島
の

地
域

産
業

に
深

く
関

わ
る

船
舶

が
利

用
す

る
重

要
な

生
活

基
盤

施
設

で
あ

る
が

、
港

内
の

静
穏

性
が

確
保

さ
れ

て
い

な
い

。
　

こ
の

た
め

、
岸

壁
及

び
波

除
堤

等
の

整
備

に
よ

り
港

内
静

穏
度

を
改

善
さ

せ
る

こ
と

で
安

定
し

た
フ

ェ
リ

ー
の

運
航

が
見

込
ま

れ
て

、
地

域
産

業
活

動
が

円
滑

化
し

、
雇

用
や

収
入

の
安

定
等

に
寄

与
す

る
。

1,
50
3,
90
0

2-
27

伊
江

港
港

湾
改

修
事

業
新

規
沖

縄
県

港
湾

波
除

堤
 L

=
4
0
m

消
波

工
-
1
 L

=
2
6
0
m

消
波

工
-
2
 L

=
 8

0
m

消
波

工
-
3
 L

=
 2

0
m

岸
壁

(-
5
.0

m
)改

良
 L

=
1
0
0
m
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